
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
受
領

答

弁

第

二

二

二

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
二
二
号

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
た
だ
し
書
き
で
除
染
を
「
差
し
支
え
な
い
」
と
し
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
た
だ
し
書
き
で
除
染
を
「
差
し
支
え
な
い
」
と
し
た
こ
と
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
政
府
に
お
い
て
は
、
「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
（
以
下
「
特
定
技
能
外
国
人
」

と
い
う
。
）
の
送
出
国
と
な
り
得
る
国
と
の
間
で
、
「
特
定
技
能
」
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
に
つ
い
て
様
々
な
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
個
別
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
相
手
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
差
し
控
え

た
い
。

な
お
、
御
指
摘
の
「
特
定
の
分
野
に
係
る
特
定
技
能
外
国
人
受
入
れ
に
関
す
る
運
用
要
領－

建
設
分
野
の
基
準
に
つ
い
て

－

」
（
平
成
三
十
一
年
三
月
法
務
省
・
国
土
交
通
省
編
。
以
下
「
運
用
要
領
」
と
い
う
。
）
の
「
第
�

特
定
技
能
外
国
人

が
従
事
す
る
業
務
」
の
「
留
意
事
項
」
に
あ
る
「
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
箇
所
は
、
我
が
国
の
国
内
法
令
に
お
け
る

適
法
性
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

建
設
分
野
に
係
る
特
定
技
能
雇
用
契
約
の
相
手
方
と
な
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
（
以
下
「
建
設
特
定
技
能
所
属
機
関
」
と

一



い
う
。
）
は
、
「
建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
」
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
適
当
で
あ
る
旨
の
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
を
要
し
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
及
び
特
定
技
能
雇
用
契
約

及
び
一
号
特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画
の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
建
設
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
当

該
分
野
を
所
管
す
る
関
係
行
政
機
関
の
長
が
告
示
で
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
三
十
一
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百

五
十
七
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
号
）
、
当
該
認
定
を
受
け
る
に
は
、
「
一
号
特
定
技
能
外
国
人
に
対

し
、
特
定
技
能
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
契
約
に
係
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
様
式
第
二
に
よ
り
当
該
外

国
人
が
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
言
語
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
（
告
示
第
三
条
第
三
項
第
三
号
）

と
こ
ろ
、
当
該
様
式
に
お
い
て
は
、
業
務
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
設
特
定
技
能
所
属
機
関
に

対
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
除
染
」
を
含
め
、
従
事
さ
せ
る
業
務
に
つ
い
て
、
特
定
技
能
外
国
人
が
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
言
語
で
説
明
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
認
定
の
申
請
に
際
し
て
は
、
建
設
特
定
技
能
所
属
機
関

に
対
し
て
、
当
該
様
式
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
（
運
用
要
領
第
�
の
�
（
�
）
）
及
び
告
示
様
式
第
一
�
に
よ
り
宣
誓
す

る
こ
と
（
告
示
第
三
条
第
一
項
）
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

二



告
示
第
三
条
第
三
項
に
基
づ
く
建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
の
審
査
の
際
に
、
告
示
様
式
第
二
に
記
載
さ
れ
た
就
労
予
定
場

所
や
従
事
さ
せ
る
業
務
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
様
式
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
特
定
技
能
外
国
人
を
御
指
摘
の

「
除
染
業
務
」
に
付
随
的
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
従
事
さ
せ
る
業
務

内
容
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

建
設
特
定
技
能
所
属
機
関
が
告
示
様
式
第
二
に
よ
る
説
明
と
は
異
な
る
業
務
に
特
定
技
能
外
国
人
を
従
事
さ
せ
る
な
ど
、

告
示
第
二
条
第
一
号
の
認
定
を
受
け
た
建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
不
正
の
手
段
に

よ
り
認
定
を
受
け
た
場
合
等
に
は
、
告
示
第
八
条
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
は
建
設
特
定
技
能
受
入
計
画
の
認
定
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
除
染
が
必
要
に
な
る
、
放
射
線
量
の
高
い
区
域
で
仕
事
を
す
る
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明

ら
か
で
は
な
い
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等

に
係
る
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
二
号
。
以
下
「
除
染
電
離
則
」
と
い
う
。
）

三



第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
除
染
等
業
務
（
以
下
「
除
染
等
業
務
」
と
い
う
。
）
又
は
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
線
量

下
業
務
（
以
下
「
特
定
線
量
下
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
事
業
者
が
除
染
等
業
務
又
は
特
定
線
量
下
業
務
に
労
働
者
を
就

か
せ
る
と
き
は
、
除
染
電
離
則
第
十
九
条
又
は
第
二
十
五
条
の
八
に
規
定
す
る
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ

り
、
当
該
特
別
の
教
育
の
科
目
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
十
分
な
知
識
及
び
技
能
を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
当
該
科
目
に
つ
い
て
の
特
別
の
教
育
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

三
の
�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
読
ん
で
理
解
す
る
こ
と
が
」
で
き
な
く
て
も
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

特
定
技
能
外
国
人
の
安
全
衛
生
の
確
保
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
「
外
国
人
労
働
者
に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育
の
推
進

等
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
付
け
基
発
〇
三
二
八
第
二
十
八
号
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
通
知
）
に

よ
る
改
正
後
の
「
安
全
衛
生
教
育
及
び
研
修
の
推
進
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
年
一
月
二
十
一
日
付
け
基
発
第
三
十
九
号
労
働

省
労
働
基
準
局
長
通
達
）
に
お
い
て
、
「
外
国
人
労
働
者
に
対
し
安
全
衛
生
教
育
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
外
国

人
労
働
者
の
母
国
語
等
を
用
い
る
、
視
聴
覚
教
材
を
用
い
る
等
、
当
該
外
国
人
労
働
者
が
そ
の
内
容
を
確
実
に
理
解
で
き
る

四



方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
」
及
び
「
事
業
場
内
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
に
関
す
る
標
識
、
掲
示
及
び
表
示
等
に
つ
い
て
は
、

図
解
等
を
用
い
る
、
母
国
語
で
注
意
喚
起
語
を
表
示
す
る
等
、
外
国
人
労
働
者
が
そ
の
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
当
該
内
容
が
確
実
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
」
を
外
国
人
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者
に
求
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

本
年
五
月
二
十
一
日
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
長
か
ら
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下

「
東
京
電
力
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
「
特
定
技
能
外
国
人
労
働
者
を
発
電
所
構
内
外
の
放
射
線
業
務
等
に
従
事
さ
せ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
慎
重
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
検
討
結
果
を
当
職
ま
で
報
告
す
る
よ
う
お
願
い
」
す
る
旨
文
書

で
通
知
し
て
お
り
、
同
月
二
十
二
日
に
は
東
京
電
力
か
ら
同
部
長
に
対
し
、
当
面
の
間
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
で
「
特
定
技
能
外
国
人
労
働
者
の
就
労
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
旨
の
報
告
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
で
、
御
指
摘
の
「
容
易
に
理
解
で
き
る
言
語
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
除
染
等
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
（
以
下
「
除
染
等
業
務
従
事
者
」
と
い
う
。
）
の
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
は
除

染
電
離
則
第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
線
量
下
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
（
以
下
「
特
定
線
量
下
業

五



務
従
事
者
」
と
い
う
。
）
の
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
は
除
染
電
離
則
第
二
十
五
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
者
が
算
定
し
、
こ
れ
ら
を
記
録
し
、
三
十
年
間
保
存
す
る
と
と
も
に
、
除
染
等
業
務
従
事
者
又
は
特
定

線
量
下
業
務
従
事
者
に
当
該
線
量
を
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
放
射
線
管
理
手
帳
」
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
放
射
線
影
響
協
会
と
放
射
線
管
理
手
帳
発
効
機
関
及
び
当

該
制
度
に
参
加
し
て
い
る
事
業
者
と
の
間
で
、契
約
に
基
づ
き
自
主
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
「
放
射
線
被
ば
く
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
の
労
災
保
険
制
度
の
お
知
ら
せ
」
の
多
言
語
化
」
に
つ
い
て
は
、

特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
あ
ら
か
じ
め
送
り
出
し
国
に
対
し
て
日
本
に
お
け
る
労
働
安
全
衛
生
法
体
系
を
説
明
」
及
び
「
シ
ー
ム
レ
ス

な
体
制
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
制
度
に
お
い
て
、
「
特
定
技
能

外
国
人
が
日
本
で
被
ば
く
労
働
に
従
事
し
、
被
ば
く
を
原
因
と
し
た
病
気
を
帰
国
後
に
発
症
し
た
」
際
に
は
、
当
該
特
定
技

能
外
国
人
は
我
が
国
に
戻
ら
ず
に
医
療
機
関
に
よ
る
診
断
を
受
け
、
か
つ
同
制
度
に
基
づ
く
保
険
給
付
の
請
求
に
係
る
手
続

六



を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

全
て
の
建
設
特
定
技
能
所
属
機
関
は
、
告
示
第
十
条
の
登
録
を
受
け
た
法
人
（
特
定
技
能
外
国
人
受
入
事
業
実
施
法
人
）

又
は
当
該
法
人
を
構
成
す
る
建
設
業
者
団
体
に
所
属
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
告
示
第
三
条
第
三
項
第
一
号
ハ
）
と
こ
ろ
、

御
指
摘
の
点
を
含
め
、建
設
分
野
に
従
事
す
る
特
定
技
能
外
国
人
の
受
入
れ
に
際
し
て
留
意
す
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
法
人
を
通
じ
て
、
建
設
特
定
技
能
所
属
機
関
に
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

七


